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創作ダンスの授業，特に「即興表現」の指導では，指導者は学習者の予測できない動き
に対して即時的な指導言語を発して指導する．即時的な指導言語を発するとき，指導者の
経験や知識を含んだ指導者のもつ指導力が発揮される．つまり，創作ダンスの授業をする
ための指導力を向上させるためには，実際のダンス経験・指導経験を重ねると共に，「創作
ダンスに関する知識」の習得が必要不可欠である．しかし，これまでの研究では，創作ダ
ンス授業の指導言語に着目して発言の理由を解釈することで，指導言語を発するときに必
要な指導者の「創作ダンスに関する知識」については整理されていない． 
そこで，本論文では，創作ダンスの授業で発言された指導言語の特徴とその背後にある
知識，さらには発言に至る思考過程を明らかにすることを目的とした．この目的を達成す
るために本論文では 3 つの研究課題を設定した．ここでは，それぞれの研究課題に対して
得られた本論文の結論をまとめて示す． 
 
研究課題 1 では，ダンス授業で発言された指導言語と発言に至る熟練指導者の思考の特
徴を明らかにすることを目的とした．方法として，1 名のダンス指導の熟練者（以下，熟
練指導者）が指導した 2 つのダンス単元と，この熟練指導者が指導した 1 時間のダンス授
業を対象に，学習者に対する質問紙調査・授業における逐語記録・指導者に対するインタ
ビューの 3 つのデータから，学習者と指導者，発言された教材（場面）の 3 者の関係性に
視点をおき検討した．その結果，以下の知見が得られた． 
（1）学習者の質問紙調査を中心に，逐語記録，熟練指導者が発言した指導言語の特徴と
その発言の理由を検討した結果，学習者の印象に残りやすい指導言語には，指導者
のダンスもしくはその教材特有の教えたい内容が確実に含まれていることが明らか
になった．さらに比喩的・隠喩的表現を用いて発言することで，その指導言語は学
習者の印象に残りやすいものになることが示唆された．さらに，熟練指導者の学習
者に教えたい内容が，教材ごとに言葉を変え発言されていることが明らかになった． 
（2）授業後に行った熟練指導者に対するインタビューより，指導者が着目した指導言語
の発言の理由を中心に検討した結果，発言された指導言語の背後には指導者の「教
材解釈」，「動きの捉え方」，「動きをみる観点」の 3 つの視点が含まれていることが
明らかになった．さらに，熟練指導者が発言に至る思考の過程では，「教材解釈」と
「動きの捉え方」を含んだ「教えたい内容」を指導言語として発し，その後，「動き
をみる観点」に基づいて学習者の動きを評価し，次の指導言語を瞬時に発するとい
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う過程が存在し，この過程を学習者とのやりとりの中で即興的に繰り返しているこ
とが明らかになった．   
 
研究課題 2では，創作ダンスの指導におけるダンス指導の熟練者（以下，熟練指導者）
とダンス指導の経験が浅い指導者（以下，未熟練指導者）の発した指導言語とその意味を
比較し，即興的な表現（即興表現）を指導する際の動きをみる観点の特徴と指導言語の背
後にある知識構造を明らかにすることを目的とした． 
方法として，ダンス指導の熟練指導者・未熟練指導者各 4 名を対象に，教材「新聞紙を
使った表現」を取り上げ，指導者の働きかけの異なる 2 つの指導場面（指導者が新聞紙を
操り学習者の多様な動きを引き出す場面と学習者相互に新聞紙を操り・真似た動きに対応
して言葉をかけ評価する場面）に限定したダンスの指導実験と指導実験前後に指導者に対
するインタビューを行った．熟練指導者と未熟練指導者を比較した結果，以下の知見が得
られた． 
（1）創作ダンスの「動きをみる観点」は，指導の 2 つの場面に応じて動きの「誘発」と
「強化」の 2 つの役割を担っていることが示唆された．熟練指導者・未熟練指導者
が発した指導言語の意味の比較を通して，両者の間には以下の違いが認められた．
指導場面と動きをみる観点の役割ごとにまとめる． 
1）学習者の動きを引き出す指導場面において発揮される「動きを誘発する観点」で
は，未熟練指導者が「新聞紙の動き（形）を真似する動き」を促したのに対し，
熟練指導者は「新聞紙の質感や変化等の特徴を捉えた動き」を引き出そうとした
ところに両者の顕著な違いがあった．つまり熟練指導者は，真似する対象を新聞
紙の動きや形の特徴だけでなく，新聞紙の多様な質感の特徴と動きの連続まで含
めた動きを引き出そうとしていた．新聞紙の特徴を理解して指導している点は未
熟練指導者と熟練指導者に共通しているが，熟練指導者はその特徴の解釈の幅が
広く，新聞紙そのもの（素材）の特徴を理解した上で指導していることがわかっ
た．  
2）学習者の動きに対応して指導する場面においてに発揮される「動きを強化する観
点」では，動きを評価すると同時に，指導者が学習者に学ばせたいと思う動きに
変容させることに力点が置かれていた．熟練指導者と未熟練指導者に共通する「動
きを強化する観点」として，①動きの質感，②大きく動く，③全身を使う，④空
4 
 
間の変化，⑤時間の変化，⑥力の変化，⑦動きの連続，⑧動きの種類，⑨個性的
な動き，⑩なりきるの 10 項目を抽出することができた．これらの観点には，指導
者が学習者に「創作ダンスで学ぶ動きの工夫の仕方」が含まれていた．特に，未
熟練指導者が全身や身体の一部を使った動き，空間の軌跡や高低などの目で捉え
やすい③④の観点を中心に指導していたのに対し，熟練指導者は⑤⑥⑦の身体の
部位や空間の軌跡などでは捉えにくく定量化しにくい「動きのメリハリ（緩急強
弱）やひと流れの動き」の観点も含めた指導をしていた．このことから，熟練指
導者は外から見ただけでは容易に捉えることのできない観点に基づいて動きを指
導することが可能であるとともに，これらの観点を未熟練指導者が知ることで，
熟練指導者になるための指導ができるようになると推察される． 
（2）指導言語の背後にある知識は，取り上げる教材の「教材解釈」と，教材のイメージ
を体で表現するための「創作ダンスで学ぶ動きの工夫の仕方」，そして新たに，両者
の知識をかけ合わせた「教材を通して学ぶ動き」の 3 つの知識があることが示唆さ
れた．特に熟練指導者の場合には，この 3 つの知識を明確かつ豊富にもっており，
学習者に学ばせる動きの具体的なイメージが形成されていることが示唆された．  
 
研究課題 3 では，教材「新聞紙を使った表現」の指導時に必要とされる「創作ダンスに
関する知識」の内容を具体的に，動きをみる観点を構造的に提示すことを目的とした．そ
のために，第 3 章から得られた知見に基づいて，「創作ダンスに関する知識」の知識内容を
整理し，熟練指導者と未熟練指導者を比較した．その結果，以下の知見にまとめられた． 
（1）熟練指導者と未熟練指導者それぞれの「創作ダンスに関する知識」に含まれる「
教材解釈」「創作ダンスで学ぶ動きの工夫の仕方」「教材を通して学ぶ動き」という
3 つの知識内容を整理して，これらの知識内容を具体的に提示した．熟練指導者と
未熟練指導者の「創作ダンスに関する知識」の内容を比較すると，「教材解釈」，
「創作ダンスで学ぶ動きの工夫の仕方」，「教材を通して学ぶ動き」に関する知識
量の差が顕著であった．「教材を通して学ぶ動き」は「教材解釈」と「創作ダンス
で学ぶ動きの工夫の仕方」がかけ合わされた知識であることから，未熟練指導者の
「教材解釈」と「創作ダンスで学ぶ動きの工夫の仕方」に関する知識の量の少なさ
が「教材を通して学ぶ動き」に関する知識の少なさに反映されていることが明らか
になった．そのため，未熟練指導者は「教材解釈」の幅を広げ「創作ダンスで学ぶ
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動きの工夫の仕方」を多く知ることにより新聞紙の「教材を通して学ぶ動き」が増
え，多彩な視点から学習者の動きを指導することが可能になると思われる． 
（2）動きをみる観点を構造的に提示することで，未熟練指導者自身の指導の段階がわ
かり，動きをみる観点を増やしていくときの具体的な目当てを示すことができた．
未熟練指導者は「教材解釈」の幅を徐々に広げていくことと，段階的に動きをみる
観点を増やすことを同時に行っていくことで，指導に幅がうまれ，学習者のより多
くの動きを引き出す指導が実現できると考えられる． 
 
 
 以上を総括すると，創作ダンスの授業時に指導者が発する指導言語の背後には，「創作ダ
ンスに関する知識」，すなわち「教材解釈」「創作ダンスで学ぶ動きの工夫の仕方」「教材を
通して学ぶ動き」の 3 つの知識があることが明らかになった．さらに，「教材解釈」「創作
ダンス学ぶ動きの工夫の仕方」に関する知識が多様な「教材を通して学ぶ動き」を導き出
しているという関係性が明らかになった．指導者はこの「教材を通して学ぶ動き」を，「教
材解釈」と「創作ダンスで学ぶ動きの工夫の仕方」に関する知識から組み合わせ，「教材を
通して学ぶ動き」の具体的な動きのイメージを言語化して学習者に発し，学習者の動きを
誘発・強化している．これが，指導言語の背後にある知識構造であることが示唆された．
さらに，学習者の動きに対応するため，相手の状況に応じて指導者自身が持つ「創作ダン
スに関する知識」から必要なことを選択し，学習者にわかりやすい表現方法を用いて言語
化し，学習者に伝えていることが明らかとなった（図参照）．  
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図 指導言語の背後にある知識構造・指導言語の至る思考の過程 
 
 さらに，熟練指導者と未熟練指導者を比較すると，熟練指導者は，「創作ダンス関する知
識」，中でも「教材解釈」と「創作ダンスで学ぶ動きの工夫の仕方」の知識が豊富であるこ
とがわかった．熟練指導者はこの 2 つの知識が多いため，「教材を通して学ぶ動き」も多様
であり，多くの動きを学習者から誘発・強化することが可能であると考えられる．加えて，
熟練指導者は，学習者の状況に応じて選択する知識が多様であるため，学習者との即興的
なやりとり，学習者の印象に残るやり取りが可能になることと考えられた． 
これに対して，未熟練指導者は「創作ダンスに関する知識」の量が少ないことがわかっ
た．「教材解釈」と「創作ダンスで学ぶ動きの工夫の仕方」に関する知識が少ないと，この
2 つの知識がかけ合わされて生じる「教材を通して学ぶ動き」の知識も少なくなる．した
がって，未熟練指導者は学習者から誘発し，強化する具体的な動きのイメージが乏しいま
まであったと考えられる．加えて，未熟練指導者のこのような知識の少なさは，学習者に
対応するための指導の選択肢の少なさにも繋がっていることが示唆された． 
以上の相違を踏まえ，未熟練指導者が熟練指導者の指導に近づき，学習者に対応した指
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導を実現していくためには，「教材解釈」「創作ダンスで学ぶ動きの工夫の仕方」に関する
知識を増やしていく必要があると考えられる．「教材解釈」は，教材そのものの特徴を理解
すること，また「創作ダンスで学ぶ動きの工夫の仕方」は，段階的に増やしていくことが
望まれる．この 2 つの知識が増えることにより，「教材を通して学ぶ動き」のイメージも広
がってくると思われる． 
以上のように，本論文で行ったダンス指導の熟練指導者とダンス指導の経験が浅い指導
者の比較から顕著となった熟練指導者が持っている知識の特徴は，ダンス指導の経験が浅
い指導者が熟練指導者に変化していく過程の目当てになると結論付けられる． 
  
 
